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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は医学生が内視鏡外科手術手技トレーニングを行う上で自発的かつ継続
的に履修する魅力的な自習用のプログラムを開発・評価することであった。結論としては①自習回数が少ない段
階では高難度のタスクより低難度のタスクの方が学生のモチベーションを上げる。②学生の自習を進ませるため
に教官側からの介入を行う必要がある。③セッティングが容易であるタスクの方が学生は自習に入りやすく評価
も高い。④自習のみではなく随時のフィードバックが必要であった。
これらを踏まえたうえで、難易度の低いタスクにより学生に興味とモチベーションを持たせてから段階的に難易
度を上げ、随時評価をフィードバックできるプログラムを作成した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to develop and evaluate the attractive 
self-study program of endoscopic surgery for medical student, that they can take voluntarily and 
continuously. As conclusion; ①At the stage where the number of self-study is small, the low 
difficulty task motivates the student more than the high difficulty task. ②In order to promote 
self-study by students, it is necessary to intervene from the instructor side. ③Students are more 
likely to enter self-study of tasks that are easy to set up. ④In order for the students to continue
 their self-study, feedback from teachers was needed from time to time.
Based on these, we created a program that can give students interest and motivation through 
low-difficulty tasks, then gradually increase the difficulty level and feedback evaluations at any 
time.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では医学生が内視鏡外科手術トレーニングを自発的かつ継続的に履修する自習用プログラムを作成した。
これは手技の向上のみならず、彼らが高い達成感を持てるタスクは何か、それをどのように組み合わせれば最も
効果的なプログラムとなるのかという医学教育の現場からの「問い」に答える本研究の学術的意義である。一方
でこのプログラムが習熟した内視鏡外科医を養成することの一助となる可能性が高く、それが本研究の社会的意
義である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１． 研究開始当初の背景 

 
近年、内視鏡外科手術は増加の一途をたどり消化器外科領域でも標準治療としてのコンセ 

ンサスを得られている術式は多い。その一方で手術手技は通常の開腹手術に比較して難易度が
高いとされており、安全な手術を行うための多くの取り組みが国内・国外で行われてきた。と く 
に 内 視 鏡 外 科 手 術 の virtual reality simulator(VRS) や Augmented reality 
simulator(ARS)は手術手技のトレーニングや習熟度の assessment に有用であることが報告さ
れ、これらを用いた外科医のトレーニングプログラムも開発されている。一方、医学生に対する
外科手技、とくに simulator を用いた内視鏡外科手技の教育はまだ一般的ではないのが現状で
ある。しかし座学より Student Doctor としての診療参加型実習にシフトし始めた我が国の医学
教育の方向性を鑑みると、医学生のための内視鏡外科トレーニングプログラムの確立は急務を
要すると考えられる。これまで本領域では手技の習熟に主眼を置いた効果的なトレーニングプ
ログラムに関する研究が多かった。それらはプログラム通りにトレーニングを達成したことが
前提のデータから導き出された報告であるが、多数の医学生を対象とする実際の教育の場では
外科手技への興味やモチベーションには個人差があり、いかに効果的なプログラムを開発して
も当の医学生が継続して自発的にトレーニングを行わなければ期待通りの教育効果が見込めな
い。本研究は手技の向上のみならず、彼らが興味を持ち途中で脱落せずに飽きずに何度でも履修
して手技の習熟に高い達成感を持てるタスクは何か、それをどのように組み合わせれば最も効
果的なプログラムとなるのかという医学教育の現場からの「問い」に対する回答を模索するもの
である。 
 
２．研究の目的 
 
 医学生が内視鏡外科手術手技トレーニングを行う上で自発的かつ継続的に履修する魅力的な
自習用のプログラムを開発・評価することが本研究の目的である。そのプログラムは彼らの内視
鏡外科手術に対するモチベーションを高め、Student Doctor としての診療参加型実習に対応で
きる内視鏡外科手技、さらには外科医を志す学生では将来へつながる内視鏡外科手技の基礎を
習得するのに適したものでなければならない。具体的に開発すべきタスク、またそれを組み合わ
せたプログラムは以下の通りである。 
①自ら積極的に履修したくなるような取り組み甲斐のあるタスク。 
②繰り返し行っても飽きない、さらに習熟により達成感を得ることができるタスク。 
③教官がいなくても医学生が自らセッティングして任意の時間に自習可能なタスク。 
④各段階において到達目標があり、それを達成すれば難度が上がっていくプログラム。 
⑤simulator に記録したデータによる関する客観的評価が可能なタスクおよびプログラム。 
 
３．研究の方法 
  
 本研究では医学生たちが興味を持ち、飽きずに何度でも履修して手技の習熟に高い達成感を
持てるタスクを拾い上げ評価した後にそれらを段階的に自習できるプログラムを構築する予定
であった。研究を遂行する上で以下の計画を立てた。 
 
(I) プログラムに導入するタスクの抽出と評価：  
これまでの研究代表者の研究成果ではタスクの中で最も習熟度を高めるのは ARS の胆嚢モデ 
ルであった。また VRS では体内結紮のタスクが医学生に最も興味を持たれた。これに加えて ARS
では A-1)ビーズ玉の移動、A-2)組織の剥離操作、A-3)虫垂摘出モデル、A4)体内結紮、A-5)消化
管吻合を、VRS では V-1)クリッピング・カッティング、V-2)フックによる切離、V-3)カメラナビ
ゲーション、V-4)胆嚢摘出術、V-5)卵巣摘出術、のタスクを履修させ、それぞれのタスクに要し
た時間、手技の習熟に関する効率、タスク自体の面白さ、達成感やモチベーションに対する影響、
タスクの手軽さ、自習プログラムへの導入の適否などを項目とした評価尺度にてそれぞれのタ
スクを評価し、自習プログラムに導入するものを抽出した。 
 
(II) 抽出したタスクを組み合わせた自習プログラムの作成と評価：  
上記 1 で抽出したタスクを組み合わせて自習プログラムを作成する。実際に作成したプログラ
ムを運用して、それらによる教育効果を評価、さらには本学のカリキュラムへの導入の適否など
を項目とした評価尺度にてそれぞれのプログラムを評価する。 
 
 
 
 
 
 
 



４． 研究成果 
 
本研究は本学 5年生が臨床実習（クリニカルクラークシップ）で研究代表者が所属する消化器

外科に配属された約 4週間の間に自習を行わせるものである。本研究期間（2018 年度～2020 年
度）のうち 2019 年度後半～2020 年度全期間において COVID-19 の感染拡大に伴い本学での訪院
による学生実習が全面的に中止となったため、本研究の継続が困難な状況となった。したがって
研究期間前半に得られたデータのみから得られた知見をもって本研究の成果として報告する。 
以下に研究成果を記載する。なおこの成果は第 82回日本臨床外科学会総会（2020 年 10 月 29～
31 日、大阪国際会議場）にて報告した。 
 
① 自習回数が少ない段階では高難度のタスクより低難度のタスクの方が学生のモチベーショ

ンを上げる： 
←学生が繰り返し自習したのは VRS の基本タスク（92.3％が履修）が多かった。                 
② 学生の自習を進ませるために教官側からの介入を行う必要がある。 
←検討開始後 8ヶ月（～2019.1）まで対象 19 名中自発的な自習を行った学生はゼロであったた
ため 2019.2 以降は自習を促す介入を行ったところ 35 名中 23 名の学生が自習を行った。  
③ セッティングが容易であるタスクの方が学生は自習に入りやすく評価も高かった。 
←スイッチを入れるだけで開始できる VRS を好んで履修する学生が多かった。 
④ 自習のみではなく随時のフィードバックが必要であった。 
←積極的に自習を行う学生ほどフィードバックを希望した。 
⑤これらを踏まえたうえで、難易度の低いタスクにより学生に興味とモチベーションを持たせ
てから段階的に難易度を上げ、随時評価をフィードバックできるプログラムを作成した。 
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